



















遺 跡 の 斜 面 保 護
―遺跡の保存工学的研究一
は じ め に
遺跡は過去における人間の活動の痕跡であり、それは土地に付着した不動産たる


































斜　 面‥･ 地山のままの自然の傾斜を持つ土 または岩の斜面、 ならびに人工的に形成された
傾斜を持つ土 または岩の斜面、の双方を指す。前者を限定的にさす場合は、「自然
斜面」という。





















写 真1　 吉 野 ヶ 里 遺 跡 （佐 賀 県 ）
（ 写 真 提 供 ：佐 賀 県 教 育 委 員 会 ）
写真2　 勝沼氏館跡（山梨県）
写 真 ３　御 土 居 （ 京 都 府 ）




される施設である。弥生時代の方形周溝墓( 写真4: 人塚・歳勝 上遺跡発捌時) や古墳時代の水濠
または空壕を持つ占墳の墳丘は、川溝・水濠・空壕の掘削発生土および搬人上を積みllげたものが
多い。丘陵部などに築造された占墳では、もともとの地山を削り出し、あるいは地山削り出しと
盛ll を併川して墳11 整形したものが人 半を占める。 なお、墳 丘を 盛土造成するにあたっては、
版築のｆ 法が明瞭に観察できる事例もあ る( 写真5: 山代∧l r･塚古墳整備後)。また、占墳の墳11
では、肖初から崩壊・洗掘防|llのため表面に葺石を施しているもの( 写真6:/1ﾐ 色塚占墳整備後)が
iﾓ流である 一yj、 小規模な墳 丘墓や占墳あ るい は一部の人規模古墳の墳丘で も葺石のない もの
(写真7: 柳川布J:白11占墳整備後)もある。
|こ述のように、墳丘は盛上によるものが多いが、全体 または 一部が切土で構成されるものもある。
墳 丘ののり面の勾配は佃体あるいは部位によって多様で はあるが、おおむねそ れほど急勾配で は
ない。 形態的には山塊状であり、川辺地盤との比高は1 メート ル程度から 目 汝メート ル以ll に
及ぶもの まで多様である。なお、墳丘ののり面下部が水濠や空壕ののり而と連続する場合もある。





写 真6　 五 色 塚 古 墳 （ 兵 庫県 ）
（ 写 真 提 供 ： 神 戸 市 教 育 委 員 会 ）
写真5　 山代二子塚古墳（島根県）
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③　 水 濠 ・ 空 壕 ＜ 集 落 遺 跡 ・ 墳 丘 墓 ・ 古 墳 ・ 城 館 遺 跡 ＞
水 濠 ・ 空 壕 は
、




城 館 な ど の 構 成 要 素 と し て 造 ら れ る も の で あ り
、
地 盤 を 帯 状 に
掘 り 下 げ て 形 成 さ れ るo 水 濠 の 場 合 は
、
基 本 的 に 何 ら か の 護 岸 施 設 が 必 要 で あ る が
、
空 壕 の 場 合 は
と く に の り 面 表 面 の 処 理 を し な い こ と も 少 な く な いo 水 濠 ・ 空 壕 と も に
、
上 塁 や 古 墳 墳 丘 に 連 続 す る
施 設 で あ る 場 合 が 多 い( 写 真8: 黒 塚 古 墳 整 備 前
、
写 真9: 昼 飯 大 塚 古 墳
写 真8　 黒 塚 古墳 （ 奈良 県 ）
（ 写 真 提 供 ： 天 理 市 教 育 委 員 会 ）
写 真９　昼 飯 大 塚 古 墳 （岐 阜 県 ）




④　 築 山＜庭園(庭園遺跡) ＞
築山は、庭園を構成する要素として築造されるものであ る。小 規模な ものは 奈良時代の庭園
遺構に見られるが(写真10 : 平城宮跡東院庭園発掘時)、平安時代以降はかなり大規模なものも現われ、
とくに近世には眺められる対象としてだけではなく、そこから園内外を眺める場としての役割を






















地 山 の 地 質 切土高 勾　配
硬　 岩 l:0.3 ～l:0.8
軟　 岩 1:0.5 ～1:1.2
砂 密実でない粒度分布の悪いもの 1:1.5 ～
砂質ｔ
密実なもの
5m 以下 1:0.8 ～1:1.0
5～10m l:l.0 ～I:1.2
密実でないもの




















注：勾 配の1:0.3 は、鉛 直方向1 に対して水 平方向0.3を表す。






























































































写 真12　 西 谷 墳 墓 群 （島 根 県 ）
（ 写 真 提 供 ： 出 雲 市 教 育 委 員 会 ）
６











































































百露 や 三白匸卜 ＠
植物の導人で安定する
勾配に切りi"'iしできるか
‾ ‾石I  i NO
゛ ’ ‾ ～“ “ ‘ ’ｌ
切り直し
植物群落の目標検討
図 一1　 斜面 保 護工 選 定 の 考 え 方 及 び 手 順







































































































































































○： 該'liするもの　　 △：場合によっては該当するもの　( △) ：構造物工で植生'1:との併用が可能な もの





















































[ 一一一爺]亘印 でヱ] ポンプを川いて種子・肥料・養生材・上・水などの基盤材を厚さ1～３ｃｍに散布
する工種。 l:0.8 (約51度)よりも綏勾配の遺構のり而保護盛土において、緑化による斜面の
浸食防止工種として適川。
皿 ポ プまたはモ ルガ を川いて有機質１壌改良材や砂質Ｌなどの












































































ポ ー ラスコ ン クリ ー トエ ①ウ参照。
[JりE ‾石哥宣工| ①ウ参照。
-


























Ｉ 顎 霧 ｒ ●
遺構のり面（墳丘）




































































■１!Ｅ ｒ ｒ ●
全面発掘のため遺構は裸地1惚 。強酸性土壌。
■;17㎜77 ■













































ｒ ｎ ｓ ｒ ｌ
遺構のり面（郭）
冒 覆 面 ７ ●
切 上のり向






向 配30~40 度 面ぢは100 ㎡）
松杭により編楫 ‾llを行った後に盛土整形し、
植生マットエにより地被植栽を行った。




































松 杭 土 留 工lS3. ０　 φ150 ＠2.0
































『 鑿7 矍11 ●





3｡6 －18 メ ー ト ル 9 ～30 メ ー ト ル
御 目,佃) ず均 断|鈿IＸI
鉄筋挿λ 工｛亜鉛メッキ仕｝二c剽
＠1.5m χ1.5m 019 l_=1  5m
削孔径:φａ8






『 「 冨 置1･●
京都市文化市民Ｍ
ｒ ｒ ｒ 鵬 ●
史跡災害復1［|。遺構である十塁斜剛が豪雨に




豊IJS秀吉 が洛中 防備 と水害 防|llのため、
天正19年(1591) に造営した上塁、東は鴨川、
門は紙犀川､ 北は鵬 ヶ峯､ 南は 九条を限り
とし、全長約23km に及んだが、江戸時代
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有 機 質 ブ ロ フーク 体 ぐ1僮y ｍ ）゛
断面閥
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r 菫 こ寞7 塰
史 跡 松 代 城 跡 附 新 御 殿 跡( 海 汁 城)
【 蕈X 【 Ｉ
長 野県 長野 巾松代
■Ξ Ｚ Ｅ ●
遺 構の り面( 水濠)
ｌ ｍ ｌ 王 薑
切ll の り 面
■匯 Ｉ Ｚ 濶
2001 年4 月 ～2003 年3 月
酊 ｒR7TI
褊 楫ll
●;･竃7（7117 嬲　　 向 配30 ヽj10峻　面柚 約2沒)111〕
編柵ll を 保､溲盛 上によ り埋 殺し､ コ グマ ザサ
に よ る 被 覆 を 行 っ た( 施ll 距 離44.0  in、
高 さ約3.0  m).
Ｅ 翁 工 屬
保,溲盛ll背面排水に蛇阨（じゃ力
使用。








鼈工 Ｅ Ｅ Ｉ
長野Ili教介委11 会
ｒ 亶Ｔ 酊 ●
水濠、ｲI‘よ|{、門、上巣等の復元による整備
事業．埋 没 してい た水濠 を 発掘調 介し 、
往時の濠形態をIlj[現 一遺構保護盛十による
のり面の安定処理IﾝII廴
( ｒ ｒ ｒ ●
松代城は､ 永禄3 年日560) 頃､ 武|川d 玄が
北気濃方|刎のlm進基地として築き､海津城と
称した．そ の後､江戸時代には、真|11家の




外 濠として 収り 込み､|衵 よ｣也職峠 を 経て
小県地yJ‘へ 通じるという 瓦険の地である、
5.000
じ？ かこ　 φ450　1 ＝5,０00




















■　　　　　J’　　　　rj. ゛平均水位　T349.00　　　 .r.r･ I./’／　X.’･























































Ｉ － － ・
静岡県静岡市清水|）く興津清見､り|lf
清見寺境内
『 ｒ 閤 ｒ Ｉ
避搆のりIfll <≪I' lfil』





ｒ ｒ ■Ｉｒ ｌ
ロックボルトI.

















『 ｒ ｒ ｒ ｌ
清 見寺 は、11:戸時 代には中本山の地位に
あ っ た 禅宗 寺 院で あ り 、刺 鮮 通 信 使の
逗留所として利川された　 清 見 か庭園は、
山本道斎の作庭と伝えられ、’jμj･筆ｙﾐ 保
清｡地寺図」には境 内背 面の滝が特 徴的 に














































【 星: 冨 灑
史跡 金山城跡
Ｅ 雇 － ・
群.馬県太Ⅲ市金山町
１ａ　　　　ａ冫.７ 雹 ｒ ｌ
遺構のり面（堀切）
冒覇 Ｗ ７ ●
切土のり面（岩盤）
.a　　　　　㎜『 冢黽 冨 ■
2002年4月～2003年3月
ｒ ｒ 冒蕈r ■
接着工









・ Ｃ ・ 』
－ －
太Ⅲ市教育委ｎ 会


















































































































Ｅ 竃? 薑] ■
静岡県静岡巾清水|)く興津清見寺町
清見ぷ境内
『 ｒ １７ ｒ 韆
遺跡内地形としての自然斜|剛 崩落箇所』
【 ｒ 匯 工 瀧
自然斜向
【IIZI









施| で当初の 景観 配!倣から|: 色系マ ット を
使川、





































清 兇､y=は、江 戸時 代には中 本山の地位に
あ った 禅 宗寺 院 であ り 、 朝鮮 通la 使の
逗留所として利Jljされた
消 に寺庭園は､|||本逆斎の作庭と伝えられ、
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ア ン カ ー　 φ16mmX4 叩 『11ｍ
32
口騨二掌ﾀﾞ:蕭 二
2〔X〕O年1 べ3Jj 施 匚地I)(
雌 の 崩 壊 状 況
(1999 年7 月)
E 麗C 薑 こ獵
ｈ色系マ ット使 川に
よ り1,1JI川の 景葭 との
違 和感 少ない
(2000 年3JJ)
征 二 二 万 コ



























r ｒ 四1 ・
筑紫野市教育委貝会
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施 工 時 等


























事 業 主 体
























j 交 々 千 二...,
丁-=忤
と.lj,亠.今 回 多 ダ｀ ‾＼
．
夢 往 が ふ言 ブil
面岡.／　　　　　..　　　　　　　･..４ 　.,･･r
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史 跡 雨 の宮 古 墳 群
罰 － 靈1 皿
石川県鹿島郡中能登町能登部上・西馬場
畷 闊 躙7 ■
遺跡内地形としての自然斜面




鬣 靨 家ｒ 圜
編柵工
● 罹77171171■　　　　 （勾配70唆　延長157.8m)
















眉丈山の最高所( 標高185m) を中 心に
所在し､1号墳( 前方後方墳) は全長約70m 、
2号墳( 前方後円墳) も全長約70m であり、
ともに二段築成で葺石を備えている。
‾







ダ11丸 太 Ｌ=2, ０００　 φ10, ３ｍ ｍ内 外



















































二 ＝ ニ ニ ∽ ミ















3｡1. 斜 面 の 崩 壊 形 態
斜血の不安定化はその規模により様々な分類方法があるが、本､1 :: では以 ドの3つに分類する。
１　浸食・崩落
２ 衣川崩壊 （斜面の地 衣からおお よそ3nl 程度の深さまででの崩壊）











叫|日L 溝 ）が で き る 、放 雌






















にお いて 発 生する
ことが多い
|″|然斜而での発生が
多 い 。 切ll の り 面
で は ド 部 の り 而 が
抜 け 落 ち た 場 介 に
発生する 。
同|し
佃 々 に別 れて 発生
する小規模のものは
落石 に 分 類 さ れ 。
人規模 な物 は 岩盤
崩壊に分類される、










衣上が滑 藩する。 時 に は
下川の強風化岩川を含んで
滑藩する。
湧 水が 誘囚 とな るこ とが
多い。
－　一
粁の 衣川 が風 化に よっ て
滑落する。
一
流 れ盤 俳造 や、 岩盤 中の
割 れ川(節理､小断川､薄川)


















風 化し た粘板 岩。
片岩等。
切上のり面では
急 速に 風化 が













結 品 片 岩･花 崗 岩･
流紋岩･安山岩･チャ
ート･石英はん岩等)。


















軟弱 で 川 結皮の 低い 地 川
からなる斜而や地質構造的に
不安 定 要囚 を持つ 斜 面が
地 ド水 位の 上 昇に伴っ て
人規模に崩落する。
流れ盤や断川、破砕帯等の
地 質俳 造 を有す る 岩体が
人脱模に崩落する。
岩 崩壊 の一つ の タイプ で
ある。















// ゛･ リ〃　　　　 ●
































小 規 模 の も の は
衣 川 崩 壊 に 分 類
される。




























































































































植物 の 導 人で 安 定 す る






図 一資2　 斜 面 保 護 工 選 定 の 考 え 方 及 び 手 順

























































草 本 植 物 を 主 体
とし､周辺が農地や
















































グリ ーピ ンクレッドフェ スク






























































在 来 草 本
一






































































































注） 外来（外来 植物） は、在来（在来植物）の対､譖。本 来の生育地 （主に 海外）か ら持 ち込まれた穐。





















































































ポ ン プ ま た は
ガ ン を 川 い て
基 盤 材 を 厚 さ
I～3cm に客上を
吹付ける。
ポ ン プ ま た は
モ ルタルガ ンを
川いて基盤材を


























被 覆し ない 植物 の
適川は不向き。 覆土
が必 要 な 種子 は不
向き。
生長が遅く、早期に





土 壌 硬 度が27  mm























































芝 を 斜 吋 全 ㈲ に
密 着 す る よ う に
張 り 付 け､ 川 小 で
囚 定 す る 。 ま た
川 上 を 施 す 。
切 芝 を 、 上 羽 打
ち を 行 い な が ら 、
30 ～50cm の 間 隔
で 挟 み 込 む よ う
に 施 工 す る 。
－　　 －　- 一 一
桂 子 ・ 肥 料 等 が
添 着 し た シ ー ト
を 斜 面 全 而 に
敷 設 し 、 日 小 や
ピ ン､ 縄 で 押 さ え
囚 定 す る 。
一一　　　　一 一
種 子･ 肥 料･ 基 盤
等 を 含 ん だ マ ッ ト
を 斜 面 全 而 に
敷 設 し 、 日 小 や
ピ ン､ 縄 で 押 さ え
固 定 す る 。
＿　＿
種 了･ 肥 料 が 装 珊
さ れ た 植 生 袋 に 、
上 ま た は 改 良 土
壌 を 詰 め 斜 面 に
積 上 げ る 。 の り
枠 工 と の 併 用 が
･般 的 で あ る 。
植 え 穴 を 掘 っ て
|Tf木 な ど を 植 え
付 け る 。ま た は 、
プ ラ ン ター な ど を













小 面 積 や 修 景 効 米 が
必 要 で あ る 場 合 に 使
用 す る 。
一一　－　－　　　一
小 面 積 の 盛 上 に 適 川 。




































































５　　６ フ ８　　９ １０ １１ １２
嶂　　　　 冬 ‘w
悸 類　　　 夏 り:











１　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　 １　　　-　　 １
「・ 二　　　　 ｜　　二　　 ｜ ‾
㎜ ㎜ ㎜
X井が＼○＼口
Ｉ　　　｜　　　｜　　　；　　　　　　 １　　　１　　　　　　 １　　　１㎜ ㎜ ㎜ ㎜
○二- 二亠I 口‥-． ㎜ ㎜




！　　　，　　キ　　　１　 ｔ　 ｌ　 卜 」　 ｜
呷 〃　
¬
㎜ 適 期　 匚　 」･･f能1りJ　I
1出典：（袍 令lgl特定 法而保､漉協会、のり而保､瀝|:施I:竹j･11技術テ キスト（1998 年io;j)












































































































































































































































































上記より安定度の高い｢ 植生工併用構造物工｣および｢構造物工｣ を｢ 表屑保護工｣として採用
する。
④ 安定勾配より急な場合
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導 人柚 物 の 変･史 ま
た は 緑 化 圦礎|: の
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図 一資4　 工 法 ・ 工 種 選 定 フ ロ ー
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原 因 が 上 圧 に よ る も の　
惱
閃､ 規 模､ 程 度 に よ り 補 強 方 法 の
原 囚 が 凍 結､ 凍 上 に よるもの　 検 討､ ま た は 再 施 工
●１･　　　・ ７ ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｗ　〃
裏 込 め の 沈 下 、 流 出　　　 充 填 、 締 め 固 め
衷 込 め 、 ま た は 平 面 土　 充 填 、 締 め 固 め
砂 の 沈 ﾄﾞ、 流 出　　　　　 浸 出 防IE の 処 理 、 再 点 検
■ 　●
―㎜㎜･-- -　　　　　　　　　　　　　　 ■㎜㎜


















枠 の 割 れ 目、
枠のひずみ
水 に よ る 洗 掘　　　　　　 充 填( モ ル タル な ど)､ 水 の 処 理
＝==　＝　　■■　　，　■　　　　　　　　-- ㎜
原 囚 が 凍 結 に よ る も の
原 因 が 老 朽 化( 中 性 化) 原 因 、 状 態 に 応 じ た 的 確 な 処 理
に よ る も の
－　　　　 ‥ －　 ‥ ●一一
異 常 な 土 圧 の 発 生　　　　2:V




るもの　　　　　　　　　 植物の導入 －‥ 一一
原因が土圧によるもの　|程度に応じて耐土圧工法を検討
枠 軸 方 向 へ の 異 常 、














杭 そヽだの腐食　　　　 ｉ植物の導入ヽ 補強ヽ再施工
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表一資18　 構造物工の点検項目と維持管理方法の目安（2）
工　 種 点 検項 目 原因 、留 意事項 維持管理 方法
ロックボルトエ
鋼材の損傷と
腐食
地山の収縮。
材料の損傷と腐食。
土圧の異常増加。
防水処理
増し打ち
地山の再検討
受圧構造物の
亀裂
土圧の異常増加。
異常沈下。
土圧、沈下の軽減および補強
再緊張
増し打ち
地山の再検討
排水処理方法
凍上対策
土圧、沈下の軽減および補強
グラウンド
アンカーエ
緩み
地山の収縮。
材料の損傷と腐食。
アンカー体の
飛び出し
上圧の異常増加。
凍上などによる背面土
の膨張。
受圧構造物の
亀裂
土圧の異常増加。
異常沈下。
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